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～令和３年９月に審議した議案一覧～
第３回定例会において計１６議案を審議した

【令和３年第３回吉田町議会定例会（会期：９月１日～２４日）】

条例の改正１件、決算の認定７件、補正予算７件、人事案件１件の計１６議案を審議。
全ての議案について原案のとおり可決・認定・同意した。併せて、法令に基づく報告が５件あった。
また、委員会発議による意見書の提出１件についても可決した。

＜町長提出議案＞

議案番号 議　案　名 概　要

第４４号
吉田町家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定
について

　厚生労働省令により、
・　家庭的保育事業者等が確保する連携協力を行う施設・
事業所に、国家戦略特別区域小規模保育事業を行う事
業所を加える

・　事業者の業務負担軽減などの観点から、諸記録の作
成、保存等について電磁的記録を認める内容を追加

などの改正を行うもの

第４５号 令和２年度吉田町一般会計歳入
歳出決算の認定について

歳入総額１５２億５,４８７万円
歳出総額１４８億０,２４７万円
歳入歳出差引残額４億５,２３９万円とする決算

第４６号
令和２年度吉田町土地取得事業
特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

歳入総額３万円
歳出総額1万円
歳入歳出差引残額1万円とする決算

第４７号
令和２年度吉田町国民健康保険
事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

歳入総額２８億０,５８４万円
歳出総額２７億３,０９５万円
歳入歳出差引残額７,４８９万円とする決算

第４８号
令和２年度吉田町後期高齢者医
療事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

歳入総額２億９,５６６万円
歳出総額２億９,５４４万円
歳入歳出差引残額２２万円とする決算

第４９号
令和２年度吉田町介護保険事業
特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

歳入総額２０億８,２５０万円
歳出総額１９億５,３６３万円
歳入歳出差引額1億２,８８７万円とする決算

第５０号
令和２年度吉田町水道事業会計
剰余金の処分及び決算の認定に
ついて

３条会計の収益的収入及び支出、４条会計の資本的収入
及び支出についての決算

第５１号
令和２年度吉田町公共下水道事
業会計剰余金の処分及び決算の
認定について

第５２号 令和３年度吉田町一般会計補正
予算（第６号）について

防災対策として川尻会館エアコン整備費補助、図書館用
地購入経費や財政調整基金への積立など

※決算および予算は万円単位で記載しています。
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第５３号 令和３年度吉田町土地取得事業特
別会計補正予算（第１号）について

令和２年度決算に伴う繰越金の増額補正など

第５４号
令和３年度吉田町国民健康保険
事業特別会計補正予算（第１号）
について

第５５号
令和３年度吉田町後期高齢者医
療事業特別会計補正予算（第１
号）について

第５６号
令和３年度吉田町介護保険事業
特別会計補正予算（第１号）につ
いて

第５７号 吉田町教育委員会の委員の任命
につき同意を求めることについて

９月３０日の任期満了に伴い、委員の再任を求める人事
案への同意

第５８号 令和３年度吉田町一般会計補正
予算（第７号）について

静岡県の最低賃金引き上げに伴う会計年度任用職員人
件費の増額、新型コロナウイルスワクチン接種事業にか
かる経費、予備費の増額を計上

第５９号
令和３年度吉田町介護保険事業
特別会計補正予算（第２号）につ
いて

静岡県内の最低賃金引き上げに伴う会計年度任用職員
人件費の増額

＜法令に基づく報告＞

第４号報告 専決処分事項の報告について（和解及びこれに伴う損害賠償額を決定することについて）

第５号報告 令和２年度決算に基づく吉田町健全化判断比率の報告について

第６号報告 令和２年度決算に基づく吉田町水道事業会計資金不足比率の報告について

第７号報告 令和２年度決算に基づく吉田町公共下水道事業会計資金不足比率の報告について

第８号報告 令和２年度決算に基づく吉田町健全化判断比率の修正について

＜発 議 案＞

第４号
コロナ禍による厳しい財政状況に
対処し地方税財源の充実を求める
意見書

（趣旨）新型コロナウイルスの感染拡大の影響で地方財政
は厳しい状況に直面しており、地方税財源の充実が不可
欠である。よって、国に対し、令和４年度地方財政対策及
び地方税制改正に向け、十分な総額確保を求める。
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３年第３回定例会 ２年度一般会計決算を
全員一致で認定

2年度一般会計決算定例会中の日程

歳  入  総  額： 152億5,487万円
 （前年度比36.8％増）

歳  出  総  額： 148億0,247万円
 （前年度比39.1％増）

歳入歳出差引額： 4億5,239万円
 （前年度比11.5％減）

【本会議】 
1.3.13.16.17.21.22.24日

【全員協議会】
２. ７. ８. ９.16日

【総務文教常任委員会】
14日

【産業建設常任委員会】
１. ９日

【議会運営委員会】
13.22日

【議会改革推進会議】
２日

問

町
税
の
収
入
未
済
額
の
う

ち
、
大
口
督
促
案
件
は
県

滞
納
整
理
機
構
を
利
用
し

て
い
る
が
、
機
構
の
徴
収

率
は
何
％
か
。

　
　

ま
た
、
徴
収
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

滞
納
整
理
機
構
の
２
年
度

実
績
は
43
・
4
％
。
５
件
を

移
管
し
た
が
、
完
納
さ
れ
な

か
っ
た
案
件
は
町
へ
戻
さ
れ
、

町
で
督
促
を
続
け
て
い
く
。

問

町
税
の
未
納
者
へ
催
告
や

税
務
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
未
納
者
は
町

税
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
保

険
料
や
水
道
料
金
な
ど
の

未
払
い
者
と
同
一
人
物
で

は
な
い
の
か
。

答

税
務
課
で
は
、
国
民
健
康

保
険
税
は
把
握
し
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
未
済
額
に
関

し
て
は
把
握
も
調
査
も
し
て

い
な
い
。

　
　

各
担
当
課
が
そ
れ
ぞ
れ
で

行
っ
て
い
る
。

問

町
債
を
財
源
と
し
て
行
う

事
業
の
う
ち
、
防
災
対
策
分

と
し
て
扱
う
事
業
の
客
観

的
な
基
準
は
あ
る
の
か
。

答

事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
津
波
防
災
や
避
難
路
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
も

の
や
、
災
害
対
策
で
早
急
に

手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
な
ど
と
し
て
い

る
。

　
　

主
観
的
と
捉
え
ら
れ
る
か

も
し
な
い
が
、
精
査
し
て
防

災
事
業
と
し
て
町
債
を
充

て
て
い
る
。

一
般
会
計
決
算
質
疑

歳
　
　
入

不納欠損額とは？
督促などを行ったにも関わら
ず、納付されずに時効が到来
したものなどについて、損失
として処分を行った金額。

２年度  町税のうち415万円

町債とは？
町が資金調達をするために負担する債務で、その返済が一会計年度
を超えて行われる。幅広く利用できる、福祉施設の建設や道路の新
設・整備など、多額の資金が必要となる事業の財源。

２年度町債
・減収補填債	 6,074万円	 ・土木債	 9,710万円
・消防債	 ２億8,240万円	 ・教育債	 ２億5,480万円
・臨時財政対策債	 ３億6,295万円

収入未済額とは？
歳入として徴収しようとす
るものについて、出納閉鎖
日の５月末日までに、収納
されなかった金額。

２年度  町税のうち１億0,825万円

4よしだ議会だより 第103号



令和2年度の主な歳出予算事業名

・心身障害者自立支援事業費	 ５億8,782万円
・広域施設組合負担金（ごみ処理費）	４億8,599万円
・児童手当費	 ４億8,273万円
・榛原病院負担金	 ３億9,701万円
・消防救急広域事業費	 ３億9,339万円

【
総
務
費
】

問

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
で

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
町
の

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
、
全
国
へ
広
め
て
い
く

の
か
。

答

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
全
国
へ
発
信
し
て
い
る

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
一
つ

の
手
段
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
　

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

認
証
は
難
し
い
が
、
ま
ち
づ

く
り
公
社
で
特
産
品
の
認
定

や
、
吉
田
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定

で
あ
る
。

【
商
工
費
】

問

歳
入
の
町
民
法
人
税
は
、

前
年
度
比
20
・
8
％
減
。「
法

人
均
等
割
」
確
保
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
立
て

た
の
か
。

答

事
業
所
支
援
と
し
て
、
一
年

間
無
利
子
と
な
る
よ
う
に
、

利
子
助
成
金
を
県
と
協
調
し

て
行
っ
た
。
信
用
保
証
協
会

の
貸
し
付
け
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
助
成
を
受
け
た
企
業
で

倒
産
し
た
企
業
は
１
件
も
な

い
と
把
握
し
て
い
る
。

【
土
木
費
】

問
防
潮
堤
整
備
事
業
で

は
、
芝
張
り
な
ど
は

完
了
と
な
っ
て
い
る

が
、
雑
草
が
生
い

茂
っ
て
い
て
芝
生
が

見
え
な
い
。

　
　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

今
年
５
月
に
国
土
交

通
省
へ
事
業
を
引
き
渡

し
た
の
で
、
今
後
は
国

の
管
理
化
の
下
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
教
育
費
】

問

高
等
学
校
等
奨
学
金
は
、

現
在
３
人
の
高
校
生
が
貸

与
中
、
返
済
中
が
３
人
で
償

還
待
ち
が
４
人
。
返
済
が

苦
し
く
、
猶
予
を
求
め
る
声

は
な
い
か
。

答

高
等
学
校
等
奨
学
金
で
償

還
中
の
方
か
ら
は
、
そ
の
よ

う
な
声
は
届
い
て
い
な
い
。

無
理
な
く
返
済
で
き
る
制
度

で
あ
る
が
、
返
還
債
務
の
免

除
も
あ
る
。
本
人
と
卒
業
後

に
相
談
し
な
が
ら
返
還
計
画

を
立
て
て
い
る
。

歳
　
　
出

ふるさと納税
　　実績　　

7億0,645万円
44,146件

①	うなぎ	 26,843件	 72.73％
②	まぐろ	 5,758件	 9.11％
③	肉・野菜	 3,819件	 5.00％

高等学校等奨学金とは？
〈対象〉
・申請者：高等学校等に進学を希望する者や高等学校等に在
学している者。
・学業成績の評定：学習成績の全教科評定平均値が3.0以上
である者。
　そのほか、居住地、収入、人物評価など、複数条件あり。
〈貸与の金額等〉
月額25,000円。高等学校等の正規修業年限の間貸与。
〈貸与後の返還について〉
貸与期間の満了などが生じた月の翌月から10年以内に返還
を開始。
最低返済金額：月払いの場合7,500円

清掃センター

特別定額給付金給付事業費
29億6,452万円

公共下水道費
６億3,580万円
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国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
質
疑

問

基
金
積
立
金
額
に
対

す
る
方
針
や
考
え
方
は

あ
る
の
か
。

答

一
般
会
計
の
よ
う
に

明
確
な
も
の
に
使
う
方

針
は
な
い
。

問

県
の
保
険
税
統
一
化

は
以
前
か
ら
話
が
あ
っ

た
が
、
い
つ
頃
か
ら
行

う
計
画
な
の
か
。

答

令
和
９
年
度
を
目
標

と
し
、
そ
れ
に
伴
い
全

市
町
で
賦
課
方
式
の
統

一
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

決
算
質
疑

問

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
利

用
人
数
は
変
わ
ら
な
い

が
、
利
用
件
数
が
16
％

伸
び
た
要
因
は
。

答

登
録
し
て
い
る
方
の

在
宅
が
増
え
た
た
め
。

水
道
事
業
会
計

決
算
質
疑

問

１
％
が
500
万
円
と
い

わ
れ
る
有
収
率
を
、平
成

30
年
か
ら
1.1
％
、令
和
元

年
か
ら
1.2
％
と
上
げ
て

い
る
が
、
も
う
少
し
上

げ
て
い
く
考
え
は
。

答

漏
水
を
減
ら
す
こ
と

で
有
収
率
の
向
上
に
つ

な
が
る
た
め
、
し
っ
か

り
や
り
た
い
。
日
常
点

検
や
漏
水
調
査
、
老
朽

管
布
設
替
え
事
業
な
ど

を
地
道
に
続
け
る
。

問

前
年
度
よ
り
人
口
が

減
っ
た
が
水
道
収
入
は

増
え
て
い
る
。
そ
の
要

因
は
。

答

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

自
宅
に
い
る
こ
と
が
多

く
、
水
道
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
っ
た
の
が
要

因
と
考
え
る
。

公
共
下
水
道
事
業
会
計

決
算
質
疑

問

年
度
初
め
か
ら
工
事

を
し
、
工
事
が
完
了
し

て
も
翌
年
度
か
ら
の
接

続
工
事
と
し
て
い
る
理

由
は
。

答

原
則
と
し
て
翌
年
度

に
告
示
す
る
た
め
で
あ

る
が
、
工
事
完
了
後
、

年
度
内
の
接
続
も
可
能

で
あ
る
。

反
対
討
論

（
山
内　

均
議
員
）

　

新
た
に
下
水
道
を
利

用
で
き
る
世
帯
を
53
戸

増
や
し
、接
続
は
１
戸
。

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
へ
の
入
れ
替
え

は
３
基
。
町
全
域
を
考

え
た
水
洗
化
構
想
を
求

め
る
な
ら
、
下
水
道
区

域
外
を
、
市
町
村
設
置

型
合
併
浄
化
槽
で
合
理

的
な
水
洗
化
に
転
換
す

る
整
備
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
。

賛
成
討
論

（
平
野　

積
議
員
）

　

決
算
認
定
の
第
一
義

は
、
議
会
が
決
定
し
た

予
算
が
適
正
に
執
行
さ

れ
た
か
ど
う
か
の
評
価

で
あ
る
。
企
業
会
計
移

行
一
年
目
で
、
収
益
収

支
が
黒
字
で
あ
る
こ

と
、
一
般
会
計
か
ら
の

補
助
金
等
が
予
算
に
比

べ
減
少
し
て
い
る
こ

と
、
企
業
債
も
減
少
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

適
正
か
つ
健
全
に
執
行

さ
れ
た
と
判
断
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

県の国民健康保険税（料）
統一化とは

これまで、保険税算定方式は市町ご
とに独自に設定していたため、保険
税の差が大きかった。2018年度以降、
県が市町から納付金を徴収するよう
になり、国のガイドラインに基づき、
標準保険料率の算定方法などの考え
方が定められた。急激に変動させな
いよう段階的に取り組み、保険税算
定方式の統一などを行い、標準保険
税統一化を目標としている。

※１	
不足額の２億８，１３７万円は、
減債積立金１，５００万円、
建設改良積立７，５００万円、
過年度分消費税資本的収支調整額１，４００万円、
過年度分損益勘定留保資金１億１，１１０万円、
当年度分損益勘定留保資金６，５８６万円
で補填した。

企業会計名 収　入 支　出

水道事業

収益的収入
及び支出 ６３，７７５ ５１，８８１

資本的収入
及び支出 １０，８４１

※１
３８，９７８

公共下水道
事業

収益的収入
及び支出 ７５，８２６ ７３，９２２

資本的収入
及び支出 ９６，６１７ ９６，６１７

企業会計決算（万円）
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  令和３年度吉田町一般会計補正予算（第６号） 
歳入歳出予算に４億９，２１６万円を追加し、予算総額１１８億４，０５２万円とする。

【主な内容】
歳  入 繰越金 ２億４，２１０万円
歳  出 財政調整基金費 ３億６，７７０万円

【
総
務
費
】

問

職
員
数
が
予
定
よ
り

７
人
少
な
か
っ
た
が
、

影
響
は
な
か
っ
た
の
か
。

答

コ
ロ
ナ
禍
で
取
り
や

め
た
事
業
も
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響

は
な
い
と
考
え
る
。

【
民
生
費
】

問

さ
ゆ
り
保
育
園
で
一

歳
児
の
部
屋
を
増
設
し

た
が
、
保
育
士
の
人
数

は
大
丈
夫
か
。

答

人
員
の
確
保
の
た
め
、

正
規
職
員
を
１
人
採
用

し
、
会
計
年
度
任
用
職

員
も
増
員
し
た
。

【
消
防
費
】

問

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
補

助
金
は
県
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
制

度
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

な
か
っ
た
場
合
、
町
か

ら
の
補
助
は
な
い
の
か
。

答

そ
の
時
々
の
状
況
に

よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
で
き
る
限

り
地
元
の
要
望
に
沿
う

よ
う
な
形
を
と
っ
て
い

き
た
い
。

主 

な 

質 

疑

  令和３年度吉田町一般会計補正予算（第７号） 
歳入歳出予算に１，６０７万円を追加し、予算総額１１８億５，６６０万円とする。

【主な内容】
歳  入 繰入金 １，５９７万円
歳  出 予備費 １，３５０万円

吉田町防災コミュニティセンター
整備事業補助金交付要綱（一部抜粋）

補助対象となる経費
①新築・増築に伴う工事
②改修・安全化対策に伴う工事

補助金額
補助対象となる経費の２分の１以内の
額とし、３，０００万円を上限とする。

採択基準
①吉田町地域防災計画への位置づけ
②避難所としての活用
③防災活動の実施
④防災機能の具備
⑤避難生活機能の具備

   特　別　会　計　補　正　予　算　
令和３年度吉田町土地取得事業
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算に１万円追加し、
予算総額１，５０２万円とする。

令和３年度吉田町国民健康保険事業
特別会計補正予算(第１号)

歳入歳出予算に６，４８９万円を追加し、
予算総額２７億６，３８２万円とする。

令和３年度吉田町後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算に２２万円を追加し、
予算総額２億９，２５５万円とする。

令和３年度吉田町介護保険事業
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算に１億３，６８６万円を追加し、
予算総額２１億６，８８５万円とする。

令和３年度吉田町介護保険事業
特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算に３万円を追加し、
予算総額２１億６，８８８万円とする。
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問

第
５
次
吉
田
町
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の

施
策
に
、「
園
児
等
子

ど
も
の
移
動
経
路
に
お

け
る
緊
急
安
全
点
検
の

実
施
、
安
全
対
策
の
推

進
」
を
追
加
し
た
理
由

は
。

答

令
和
元
年
５
月
滋
賀

県
大
津
市
で
の
保
育
園

児
集
団
の
死
傷
事
故
発

生
を
受
け
、
未
就
学
児

集
団
移
動
経
路
の
緊
急

安
全
点
検
の
実
施
、
定

期
的
な
緊
急
点
検
と
交

通
安
全
施
設
の
設
置
が

必
要
と
な
り
、
後
期
基

本
計
画
に
明
確
化
し
、

町
の
施
策
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
た
。

問

「
吉
田
町
交
通
安
全

計
画
」の
進
捗
状
況
は
。

答

期
間
を
平
成
28
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
と
し

た
「
第
10
次
吉
田
町
交

通
安
全
計
画
」が
終
了
。

　
　

新
た
に
本
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
に
講

ず
べ
き
施
策
の
大
綱
を

定
め
る
、「
第
11
次
吉

田
町
交
通
安
全
計
画
」

を
年
内
の
策
定
に
向
け

準
備
中
で
あ
る
。

問

通
学
路
交
通
安
全
の

確
保
に
関
し
、
対
策
箇

所
の
対
応
と
対
策
は
。

答

平
成
24
年
度
に
「
通

学
路
対
策
箇
所
図
」
を

公
表
し
、
22
カ
所
の
対

策
は
、
お
お
む
ね
完
了
。

　

本
年
度
7
月
に
「
吉
田

町
子
ど
も
の
移
動
経
路

に
関
す
る
交
通
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
策
定
し
た
。

問

交
通
安
全
施
設
の
要

望
な
ど
に
対
す
る
町
の

基
本
的
基
準
と
考
え
は
。

答

毎
週
職
員
に
よ
る
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
、
地
元
の
要
望
、
牧

之
原
警
察
署
な
ど
関
係

機
関
か
ら
の
要
請
、
合

同
点
検
実
施
結
果
に
よ

り
、「
通
学
路
に
該
当
」

「
交
通
事
故
発
生
箇
所
」

「
交
通
環
境
変
化
箇
所
」

な
ど
を
優
先
的
に
実
施

計
画
を
立
て
、
順
次
整

備
を
進
め
て
い
く
。

問

園
児
、
児
童
、
生
徒

の
交
通
安
全
意
識
、
マ

ナ
ー
に
関
す
る
指
導
、

教
育
は
。

答

園
児
…
交
通
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
日
常
保

育
に
取
り
入
れ
園
児
に

伝
え
る
取
組
を
し
て
い

る
。
紙
芝
居
な
ど
を
活

用
。
散
歩
の
機
会
に
指

導
し
て
い
る
。

　
　

児
童
…
学
年
に
応
じ

て
、
交
通
ル
ー
ル
の
講

和
・
実
技
を
行
う
交
通

安
全
教
室
を
実
施
。

　
　

生
徒
…
自
分
の
命
を

守
る
と
共
に
、
他
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
た
め
の

交
通
ル
ー
ル
遵
守
な
ど

に
つ
い
て
、「
主
体
的

に
考
え
る
場
」
を
設
け

て
い
る
。

　

本
年
６
月
28
日
、
千
葉
県
八
街
市
で
児
童
５
人
が
死
傷
す
る
痛
ま

し
い
交
通
事
故
発
生
に
よ
り
、
全
国
的
に
交
通
安
全
施
設
整
備
が
緊

急
課
題
と
し
て
挙
が
っ
た
。
当
町
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
お
よ
び

子
ど
も
の
交
通
安
全
意
識
や
マ
ナ
ー
の
向
上
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

通
学
路
の
交
通
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
は

答
answer

子
ど
も
の
移
動
経
路
交
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

増 田 剛 士 議
員

中学校西側通学経路
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問

汚
水
処
理
人
口
普
及

率
を
向
上
さ
せ
る
に

は
、
下
水
道
と
合
併
浄

化
槽
ど
ち
ら
が
有
利
と

考
え
て
い
る
か
。

答

下
水
道
布
設
工
事
を

続
け
れ
ば
、
確
実
に
汚

水
処
理
人
口
普
及
率
は

向
上
す
る
。

問

町
か
ら
出
る
水
を
き

れ
い
に
す
る
観
点
か
ら

は
、
下
水
道
に
接
続
し

た
水
洗
化
人
口
に
着
目

し
た
指
標
を
増
や
す
べ

き
で
は（
下
表
参
照
）。

答

そ
こ
に
力
を
入
れ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

問

今
年
度
、
単
独
浄
化

槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

切
り
替
え
る
場
合
の
補

助
金
を
増
額
し
た
。
そ

の
結
果
、
８
月
末
の
段

階
で
27
件
の
切
り
替
え

申
請
が
あ
り
、
昨
年
度

の
３
件
に
比
べ
大
幅
に

増
加
し
た
。
し
か
し
、

町
は
９
月
10
日
「
補
助

金
は
予
算
上
限
に
達
し

た
た
め
受
付
を
終
了
し

ま
す
。」
と
の
お
知
ら
せ

を
出
し
た
。
町
民
の
切

り
替
え
へ
の
機
運
に
水

を
差
す
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。
な
ぜ
、
予
算
増

額
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答

こ
の
補
助
金
は
、

国
・
県
か
ら
補
助
金
を

も
ら
い
進
め
て
い
る
。

そ
の
補
助
金
の
増
額
は

な
く
、
こ
れ
以
上
進
め

る
に
は
町
単
独
事
業
と

な
り
、
財
政
へ
の
負
担

が
大
き
く
な
る
た
め
。

問

町
の
人
口
は
昨
年
度

177
人
減
少
し
た
。
下
水

道
人
口
は
そ
れ
よ
り
も

多
い
278
人
減
少
し
、
下

水
道
水
洗
化
人
口
は
107

人
の
減
少
で
あ
る
。
下

水
道
に
接
続
す
る
人
口

が
減
少
す
る
時
の
面
整

備
継
続
は
得
策
か
。

答

令
和
７
年
度
に
計
画

見
直
し
を
予
定
し
て
い

る
が
、
急
激
に
人
口
減

少
す
れ
ば
、
そ
の
前
倒

し
が
必
要
で
あ
る
。

問
question

人
口
減
少
時
に
下
水
面
整
備
継
続
は
得
策
か

答
answer

急
激
な
人
口
減
少
発
生
す
れ
ば
計
画
見
直
す

平 野 　 積 議
員

　

国
は
下
水
道
へ
の
接
続
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
整
備
し
た
区
域
の
人

口
と
合
併
浄
化
槽
整
備
人
口
を
足
し
た
数
を
全
人
口
で
除
し
た
比
率
を
、

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
町
か
ら
き
れ
い

な
水
を
出
す
」
指
標
と
し
て
適
し
て
い
る
か
な
ど
を
質
問
し
た
。

意
　
見

来
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
、

「
町
か
ら
出
る
水
を

い
か
に
き
れ
い
に

す
る
か
」の
観
点
で
、

下
水
道
面
整
備
を

ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
、
合
併
浄
化

槽
設
置
補
助
金
を

ど
う
運
用
す
る
か
、

真
剣
に
議
論
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

汚水処理人口関連データ
項　目 令和元年度 令和２年度

人口 割合 人口 割合
吉田町行政人口 29,559 100% 29,382 100%
汚水処理普及人口 23,309 78.90% 23,275 79.20%

公共下水道人口 11,379 38.50% 11,101 37.80%
合併浄化槽整備人口 11,930 40.40% 12,174 41.40%

汚水処理未普及人口 6,250 21.10% 6,107 20.80%
(実質)汚水処理普及人口 20,035 67.80% 20,172 68.70%

下水道水洗化人口 8,105 27.40% 7,998 27.20%
合併浄化槽整備人口 11,930 40.40% 12,174 41.40% 

※数値は上下水道課から聴取
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問

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
、

地
域
を
限
定
、
避
難
経

路
の
選
定
を
支
援
す
る

情
報
を
記
載
し
た
も
の

な
ど
は
考
え
な
い
の
か
。

答

破
堤
の
場
所
に
よ
り

避
難
先
が
異
な
る
課
題

が
あ
る
。
避
難
行
動
は

吉
田
町
公
式
ラ
イ
ン
な

ど
で
知
ら
せ
る
。

問

台
風
や
線
状
降
水
帯

に
よ
る
大
雨
な
ど
の
風

水
害
に
対
す
る
防
災

力
・
町
民
の
避
難
行
動

に
対
す
る
情
報
・
訓
練

な
ど
の
必
要
性
を
町
は

ど
う
考
え
る
か
。

答

12
月
に
行
わ
れ
る
訓

練
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
た
災
害
危

険
度
の
確
認
な
ど
、
風

水
害
に
対
応
し
た
訓
練

項
目
を
追
加
す
る
。

問

自
治
会
へ
所
属
し
て

い
な
い
町
民
や
来
町
者

へ
の
避
難
行
動
は
ど
う

促
し
て
い
る
か
。

答

①
同
報
無
線
②
ラ
ジ

オ
③
町
の
HP
④
防
災

メ
ー
ル
⑤
ヤ
フ
ー
防
災

速
報
ア
プ
リ
⑥
公
式
ラ

イ
ン
な
ど
で
避
難
行
動

を
知
ら
せ
る
。

問

町
が
取
り
付
け
た
海

抜
表
示
板
に
、
近
く
の

避
難
場
所
・
距
離
を
表

示
す
れ
ば
、
多
く
の
人

を
安
全
に
導
く
も
の
に

な
る
と
考
え
る
が
。

答

表
示
板
に
避
難
距
離

な
ど
の
明
記
は
考
え
て

い
な
い
が
、
い
つ
で
も

町
の
HP
で
掲
載
し
て
い

る
。
吉
田
町
公
式
ラ
イ

ン
や
ヤ
フ
ー
防
災
ア
プ

リ
な
ど
の
情
報
ア
プ
リ

で
も
呼
び
か
け
て
い
く
。

問

町
が
養
成
し
た
地
域

防
災
指
導
員
の
、
自
主

　

防
災
会
で
の
役
割
・
活

動
な
ど
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

習
得
し
た
防
災
上
の

知
識
・
技
能
を
自
主
防

災
会
な
ど
で
地
域
住
民

の
防
災
意
識
・
対
策
な

ど
へ
の
啓
発
強
化
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
る
。

町
も
一
体
と
な
り
話
合

い
の
場
に
参
加
す
る
。

　

線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
が
全
国
で
発
生
し
て
い
る
。
１
０
０
０

年
に
一
度
の
大
雨
を
想
定
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た

が
、
町
民
が
慌
て
ず
落
ち
着
い
た
避
難
行
動
を
す
る
た
め
の
意
識
づ

け
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

自
然
災
害
の
避
難
行
動
へ
の
情
報
提
供
は

答
answer

風
水
害
の
避
難
訓
練
情
報
を
訓
練
時
追
加

地域防災指導員とは

防
災
情
報
の

共
有
化

地
域
防
災
情
報
の

収
集
伝
達

防
災
関
係
の

個
別
の
指
導

自
主
防
災
会
長

の
補
佐

楠元由美子 議
員

海抜表示板
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問

当
町
に
お
い
て
、
国

や
県
か
ら
求
め
ら
れ
る

様
式
を
除
く
、
認
め
押

印
の
必
要
な
申
請
種
類

は
何
種
類
あ
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に

押
印
を
廃
止
し
た
も
の

は
あ
る
か
。

答

現
在
、
町
民
の
行
政

手
続
き
に
認
め
押
印
を

求
め
る
も
の
は
、
約
280

種
類
あ
る
。
廃
止
し
た

も
の
は
福
祉
分
野
を
中

心
に
10
種
類
程
度
で
あ

る
。

問

町
と
し
て
、
認
め
押

印
廃
止
へ
の
今
後
の
進

め
方
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
。
今
年
度
や
来
年

年
度
の
目
標
を
設
定
す

る
考
え
は
。

答

内
閣
府
か
ら
示
さ
れ

た
「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
押
印
見
直
し
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
活
用
し
、

認
め
押
印
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

本
年
度
末
ま
で
に
押

印
廃
止
の
可
否
検
討
や

様
式
の
改
善
の
手
続
き

を
完
了
し
た
い
。

　
　

行
政
手
続
き
の
負
担

軽
減
や
利
便
性
向
上
を

目
的
と
し
た
、
申
請
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

な
ど
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
、
デ
ジ

タ
ル
庁
に
よ
る
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
動
向
に
注
視
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

問

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
、
認
め
押
印

の
大
幅
な
削
減
に
取
り

組
ん
だ
自
治
体
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
当
町
に
そ

う
し
た
考
え
は
。

答

前
述
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
活
用
に
よ
り
、
ス

ム
ー
ズ
な
見
直
し
が
可

能
と
考
え
る
た
め
、
当

町
に
そ
う
し
た
考
え
は

な
い
。

問

行
政
の
内
部
文
書
に

お
け
る
認
め
押
印
の
削

減
も
同
時
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答

行
政
内
部
資
料
に
つ

い
て
も
、
少
し
ず
つ
認

め
押
印
廃
止
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
廃
止

す
る
方
向
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

押
印
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
な
が
ら
、

随
時
進
め
て
い
き
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
成
立
や
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
立
は
、
自
治
体

に
お
け
る
行
政
デ
シ
タ
ル
化
の
加
速
も
求
め
る
も
の
だ
が
、
そ
の
推
進

へ
の
障
害
の
一
つ
に
認
め
押
印
の
存
在
が
あ
る
。
今
回
は
、
申
請
書
類

の
認
め
押
印
の
廃
止
に
対
す
る
町
の
姿
勢
な
ど
を
質
問
し
た
。

問
question

行
政
手
続
き
の
認
め
押
印
の
廃
止
は

答
answer

本
年
度
中
に
調
査
し
、
来
年
度
か
ら
実
施

盛　純一郎 議
員

行政で押印を求められている趣旨
（内閣府資料：地方公共団体における押印見直しマニュアルをもとに作成）

・本人確認の手法は他にも多
く存在し、実印によらない
ものは、本人確認としての
効果は大きくない。

本人確認

・本人確認がなされれば、通
常の場合は押印は不要。

文書作成の真意確認

・文書の証拠価値は押印にの
みによらず、手続き全体と
して評価されるべきもので
ある。

文書内容の真正性の担保
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問

平
成
12
年
以
前
の
下

水
道
区
域
外
に
あ
る
住

宅
団
地
内
で
は
単
独
浄

化
槽
か
ら
出
る
汚
水
の

悪
臭
等
、
生
活
環
境
悪

化
を
起
こ
し
て
い
る
現

実
が
あ
る
。
認
識
は
。

答

町
に
は
最
近
苦
情
の

連
絡
は
来
て
い
な
い
。

対
策
は
な
い
。

問

北
区
に
も
大
雨
に
よ

り
頻
繁
に
床
下
浸
水
を

す
る
家
が
あ
る
。
雨
水

は
汚
水
処
理
さ
れ
て
い

な
い
。
環
境
対
策
の
認

識
は
。

答

床
下
浸
水
は
好
ま
し

い
こ
と
で
は
な
い
が
、

雨
水
に
よ
っ
て
薄
ま
る

の
で
、
そ
れ
ほ
ど
影
響

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

現
在
使
わ
れ
て
い
る

単
独
浄
化
槽
は
何
基
か
。

答

現
在
把
握
し
て
い
る

基
数
は
、
１
３
６
３
基

で
あ
る
。

問

下
水
道
と
合
併
浄
化

槽
の
全
体
構
想
の
中
、

町
全
体
の
水
洗
化
率
は

ど
の
く
ら
い
か
。

答

汚
水
処
理
人
口
普
及

率
は
79
・
２
％
で
、
下

水
道
37
・
８
％
、
合
併

浄
化
槽
41
・
４
％
で
あ

る
。
し
か
し
、
下
水
道

の
場
合
は
接
続
し
て
い

な
い
も
の
も
計
算
に

入
っ
て
い
る
の
で
、
実

際
の
接
続
率
は
72
％
で

あ
る
。
そ
れ
を
換
算
す

る
と
、
現
状
接
続
率
は

27
・
２
％
に
な
り
、
合

併
浄
化
槽
の
41
・
４
％

を
た
す
と
全
体
で
は
、

68
・
６
％
と
な
る
。

問

下
水
道
区
域
以
外
の

人
が
単
独
か
ら
合
併
浄

化
槽
へ
の
切
り
替
え
に

対
し
考
え
る
の
は
、

　

①
下
水
道
事
業
へ
は
、

多
額
の
町
税
が
毎
年
度

投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

②
水
洗
化
の
た
め
に
は

個
人
負
担
が
大
き
い
。

　

③
検
査
費
用
を
支
払

う
。
と
い
う
３
つ
の
事

実
が
あ
る
。
な
ぜ
、
市

町
村
設
置
型
整
備
推
進

事
業
を
利
用
し
な
い
の

か
。

答

市
町
村
設
置
型
整
備

事
業
は
、
個
人
の
敷
地

の
中
に
町
が
資
産
を
持

ち
、
そ
れ
を
維
持
管
理

す
る
こ
と
。
保
守
点
検

の
費
用
と
し
て
、
毎
月

何
千
円
と
い
う
使
用
料

を
設
定
す
る
こ
と
が
あ

る
。

　

水
洗
化
の
最
大
の
目
的
は
、
家
庭
か
ら
川
に
流
さ
れ
る
汚
れ
た
水
を
、

合
併
浄
化
槽
お
よ
び
下
水
道
で
処
理
し
、
安
全
に
・
安
心
し
て
生
活
で

き
る
水
環
境
を
良
好
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
町
に
は
、
単
独
浄

化
槽
が
１
３
６
３
基
あ
る
。
町
の
考
え
方
を
質
問
し
た
。

問
question

水
洗
化
で
の
生
活
環
境
改
善
に
つ
い
て

答
answer

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
促
進
策
を
検
討

山 内　 均 議
員

浄化槽の整備（循環型社会形成推進交付金（浄化槽分））
環境省HPから一部抜粋
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問

実
施
計
画
書
に
あ
る
、

中
央
幹
線
整
備
事
業
費
、

３
年
間
で
７
７
４
０
万

　

１
０
０
０
円
の
年
度
別

事
業
内
容
は
。

答

令
和
３
年
度
は
歩
道

の
測
量
設
計
や
用
地
調

査
の
実
施
、
令
和
４
年

度
に
は
用
地
取
得
や
物

件
移
転
補
償
の
実
施
、

令
和
５
年
度
に
は
歩
道

の
整
備
工
事
を
実
施

し
、
こ
の
区
間
の
事
業

を
完
了
さ
せ
る
計
画
。

　
　

引
き
続
き
、
事
業
着

手
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

問

千
葉
県
の
事
故
後
、

全
国
的
に
通
学
路
の
安

全
に
つ
い
て
調
査
が
実

施
さ
れ
た
が
、
当
町
で

は
、
こ
の
未
整
備
区
間

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
た
か
。

答

現
在
、
合
同
点
検
に

向
け
危
険
箇
所
の
抽
出

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

歩
道
の
な
い
こ
の
区

間
は
、
危
険
箇
所
の
一

つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

問

児
童
の
安
全
な
登
下

校
や
住
民
の
安
全
を
考

え
る
と
、
早
期
の
歩
道

設
置
が
望
ま
れ
る
が
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

答

中
央
幹
線
の
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
区

間
は
通
学
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
歩
道
整
備

の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。

　
　

今
後
も
土
地
所
有
者

や
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問

歩
道
整
備
は
計
画
を

前
倒
し
し
て
で
も
早
期

の
実
施
を
望
む
が
、
町

の
考
え
は
。

答

地
権
者
と
の
合
意
が

あ
れ
ば
、
事
業
に
着
手

で
き
る
。

問

合
意
後
、
ど
れ
く
ら

い
の
期
間
で
歩
道
設
置

が
完
了
す
る
の
か
。

答

事
業
着
手
か
ら
、
最

短
で
も
３
年
は
か
か
る
。

　

本
年
６
月
、
千
葉
県
八
街
市
で
起
き
た
下
校
中
の
小
学
生
の
死
傷

事
故
は
記
憶
に
新
し
い
。
住
吉
の
中
央
を
東
西
に
走
る
中
央
幹
線
は
、

通
学
道
路
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
歩
道
未
整
備
区
間
が
あ
り

非
常
に
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
件
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

中
央
幹
線
未
整
備
区
間
の
歩
道
早
期
設
置
は

答
answer

地
権
者
と
協
議
し
、
整
備
を
進
め
る

八 木　 栄 議
員

歩道が整備されている道路状況

実施計画書（令和３年度～令和５年度・一部抜粋）
(千円)

事業名
実施計画
期間内の
総事業費

年度
年度別
事業費
(千円)

事業完了
予定年度
担当課

中央幹線
整備事業 77,401

3～5年 77,401 令和6年度以降
3年 11,395

建設課4年 37,006
5年 29,000
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妊
婦
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

問

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
た
妊
婦
の
数
は
。

答

8
月
25
日
に
妊
婦
等

へ
の
優
先
予
約
受
付
を

開
始
し
た
。
9
月
13
日

現
在
、
1
回
目
の
み
接

種
は
65
人
、
２
回
目
は

６
人
で
あ
る
。

問

妊
婦
へ
の
接
種
予
約

の
方
法
が
電
話
受
付
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答

ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ

れ
て
い
る
通
常
の
予
約

枠
と
は
別
に
妊
婦
の
予

約
の
枠
を
設
け
た
。

　
　

直
接
保
健
セ
ン
タ
ー

に
電
話
す
る
こ
と
で
、

日
程
に
ず
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
優
先
的
に
妊
婦

が
予
約
で
き
る
体
制
を

整
え
た
た
め
で
あ
る
。

問

妊
娠
後
期
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
妊
婦
の
、
医
療
機

関
へ
の
受
け
入
れ
態
勢

に
つ
い
て
、
県
や
医
師

会
と
の
話
し
合
い
は
さ

れ
て
い
る
か
。

答

当
町
を
含
む
志
太
榛

原
圏
域
の
医
療
体
制
に

つ
い
て
は
、
県
の
中
部

保
健
所
が
関
係
機
関
と

連
携
を
取
り
、
病
床
の

確
保
を
含
む
、
従
来
か

ら
あ
る
医
療
体
制
を
基

に
、
中
部
保
健
所
・
医

師
会
や
病
院
な
ど
の
関

連
機
関
と
協
議
し
、
既

に
体
制
が
確
保
さ
れ
て

い
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

問

接
種
の
積
極
的
勧
奨

の
差
し
控
え
と
な
っ
て

か
ら
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
者
の
数

の
推
移
に
つ
い
て
の
分

析
は
。

答

平
成
26
年
以
降
接
種

者
は
毎
年
１
人
程
度
と

な
っ
て
い
た
が
、
昨
年

一
部
対
象
者
に
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
、
安
全
性

を
判
断
で
き
る
よ
う
国

が
作
成
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
使
い
、
個
別

に
通
知
を
し
た
こ
と
に

よ
り
、
令
和
２
年
は
79

人
と
接
種
し
た
方
が
増

え
た
と
分
析
し
て
い
る
。

問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
副
反
応
に
は
重
篤

な
も
の
が
あ
る
が
、
町

内
で
そ
う
し
た
事
例
は

な
か
っ
た
か
。

答

副
反
応
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
医
師
か
ら
副

反
応
報
告
を
挙
げ
て
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
挙
げ
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
重
篤

な
副
反
応
は
な
か
っ
た

と
考
え
る
。

　

当
町
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
妊
婦
へ
の

接
種
計
画
と
そ
の
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
国
か
ら
の
接
種
の
積

極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
と
な
っ
て
い
る
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
接
種
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

妊
婦
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
は

答
answer

８
月
中
に
優
先
予
約
受
付
を
開
始
し
た

一 般 質 問

蒔 田 昌 代 議
員
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自治会との懇談会開催
議会改革推進会議

自治会から出された主な意見
地区 住吉 片岡 川尻 北区

意見

・高齢化に伴う役員のな
り手不足や地域課題の
複雑化によって自治会、
町内会役員の負担が増
している。自治会の仕
組みの見直しを検討し
てほしい。
・住吉地区の防潮堤の早
期実現を議会からも要
望してほしい。
・通学路で大雨による浸
水で通れない所や側溝
の蓋がない所など危険
箇所がある。対策して
ほしい。

・自治会脱会者が増加し
ている。町内会長によ
る慰留を試みているが、
止められない。若者世
代の脱退および加入拒
否が多い。
・小山城前広場の定期的
草刈りを希望。駐車場
南の用水路に車を落と
す例あり。
・防災台帳は自治会加入
者のみ提出されている。
町からは非加入者の詳
細連絡なく、災害時の
対応に不安あり。

・川尻区の住民が「みん
なでやらざあ。」とい
うような雰囲気を作り
たいし、持ちたい。町
民同士の絆を持てる町
にしてほしい。
・高齢化ではなく老齢化
問題。後継者不足によ
る地域の良き伝統の継
承に不安あり。
・議員は選挙時に各々マ
ニュフェストを作って
いる。それに対してど
のような活動をしてい
るのか知りたい。

・コロナ禍で事業の中止
や延期多数。地域コ
ミュニティの希薄化を
懸念する。
・大幡会館の建替え問題。
大幡幹線の影響でとん
挫している。
・河川の草刈りや湯日川、
大幡川、大窪川の浚渫
を要望する。土木要望
書を出しても町は動か
ない。
・東名インター南側の放
置自転車を片付けても
らえない。

※報告書は各自治会館に置いてあります。

　
議
会
は
、
吉
田
町
議
会
基

本
条
例「
第
14
条 

議
会
は
、

議
会
改
革
に
取
り
組
む
た

め
、
全
議
員
で
構
成
す
る
議

会
改
革
推
進
会
議
を
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」に
沿
っ

て
議
会
改
革
を
進
め
て
い

る
。

　
本
年
度
の
議
会
改
革
目
標

「
町
民
意
見
の
反
映
」の
取
組

目
標
に
掲
げ
た「
町
民
意
見

の
新
た
な
聴
取
方
法
を
検
討

し
、実
行
す
る
。」 
の
一
環
と

し
て
、ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
昨
年

度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
な
い

議
会
報
告
会
に
代
わ
る
対
応

と
し
て
、「
地
域
と
の
懇
談

会
」と
銘
打
ち
、自
治
会
役
員

の
方
々
と
の
懇
談
会
を
議
員

活
動
と
し
て
実
施
し
た
。

日
　
程

・
７
月
27
日　
住
吉

・
７
月
28
日　
片
岡

・
７
月
29
日　
川
尻

・
８
月
３
日　
北
区

テ
ー
マ

⑴
各
自
治
会
の
運
営
上
の
課
題

⑵
各
地
区
の
関
心
事
や
話
題

⑶
議
会
に
期
待
す
る
事

参
加
人
員

・
議　
員　
各
自
治
会
４
人

ず
つ

・
自
治
会　
自
治
会
役
員
お

よ
び
町
内
会
長

合
計
24
人

意
　
見

下
表
参
照

議
会
の
対
応

・
地
域
と
の
懇
談
会
で
出
さ

れ
た
意
見
を

⑴
担
当
課
聞
き
取
り

⑵
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

所
管
事
務
調
査

⑶
決
算
審
査
で
の
質
疑

⑷
一
般
質
問

な
ど
で
、
当
局
の
考
え
方

を
質
し
、
要
望
を
伝
え

た
。
そ
の
後
、
報
告
書
を

作
成
し
各
自
治
会
に
手
渡

し
た
。

議
会
改
革
推
進
会
議　

座
長　
平
野 
積

懇談会風景（北区会場）
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まちの話題

あ
と

き
が

　

今
年
も
あ
と
一
ヵ
月
半
と

な
り
ま
し
た
。振
り
返
れ
ば
、

今
年
は
風
水
害
に
よ
る
被
害

が
県
内
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、議
会
広
報
特
別
委

員
会
で
は
Ｓ
D
Ｇ
，s「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、議
会
だ

よ
り
1
0
2
号
か
ら
Ｆ
Ｓ

Ｃ
認
証
紙
を
利
用
し
て
い
ま

す
。こ
の
F
S
C
認
証
マ
ー

ク
は
、森
林
を
守
り
な
が
ら
、

適
切
に
生
産
さ
れ
た
製
品
を

消
費
者
に
届
け
る
森
林
保
全

マ
ー
ク
で
す
。森
林
破
壊
な

ど
で
、地
球
温
暖
化
が
問
題

視
さ
れ
る
な
か
、来
年
は
災

害
の
少
な
い
年
に
な
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。（

Ｎ
・
Ｈ
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

中
田　

博
之

副
委
員
長　

楠
元
由
美
子

委　

員　

福
世　

義
己

　
　
　
　
　

盛　

純
一
郎

　
　
　
　
　

山
口　

一
博

　
　
　
　
　

大
石　
　

巌

議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QR コード）

第４回定例会（12月）のご案内
　令和３年第４回吉田町議会定例会は12月１日（水）から開催予定です。
　傍聴にお越しいただく際は、手指消毒など、新型コロナウイルス感染予防および拡大防止策にご協力く
ださいますようお願いいたします。 問い合わせ先　　議会事務局　３３－２１４１

4地区合同 地域推進事業「夏休みを写そう」

チャリティーバザー（住吉会館）

吉田公園 クラフトフェア

住吉小学校 運動会

※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして表記しています。
16よしだ議会だより 第103号




